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paatsar nadasarb saind gaattfb kair batsb bpaatsb bpaasb nadapb basb
一部のボスは出入の無い土地の人で、集まった中央の内陸地が無くなった。
後に場所はバツト国、ブプアアト国、ブプアア国、大勢ではないバ国になった。

karanr aatqtsb nadaqtsb daftsb kar b fasb nadaqtsb dar abat aumbk aatsb
後の土地の蓄えとしてアアトクト国、ナダクト国、後に生まれたツフト国、ナダクト国
は、農地を大体の希望の人として、アアト国とした。

paasar dapar sar aattdaum dagaasb daftsb qasb dasar aatsb bftsb daqaasb zi
幾らかのボスは広い土地のボスで、家に加えられた。ダグアア国、ダフト国、クア国、、
出入の土地のアアト国、ブフト国、ダクアア国になった。

bqatdasb nadaqtsb sttb kaumsb daqtsdar dar aatdak darand daqtda aatqand
ブクアトダ国、ナダクト国は集まり全てカアム国とし、統治の集まった農地となった。
農地は固く加え、農地ではあるが、統治は少なかったり少し加えただけだった。

成長が戻らず不支配国は国が止まり、カアム国は支配と気付き土地を強く加え
土地ではあるが小さく支配した場所を加えた。

sttdaum aatdasb nadafttsb nadaqdasb nadaftsb nadaftsb dapaatsb dagaab aak ar
購入した家は成長を加え、ナダフツツ国、ナダクダ国、ナダフト国となり、
ナダフト国、ダプアアト国は隅で、全て大船が土地であった。

fdattsb qtdasb batsb sar aatsb kaatk dar aattqb sar aatb aatqb bfttsb
フダツツ国、クツダ国、バツト国のボスはアアト国の海岸への方向の農地へ
地域を加えた。ボスは人を増やして地域を加えブフツツ国とした。

paatsb sar aatdatf aab kair aattk dasaind aaqtttb bqtb battb
プアアト国のボスは幾らか沢山無くした全てを借りた。
幾らかの契約で出入りの中心地区が活発に集まった国となり古い国が豊かな国となった。

faatsb daqttdak aattdak bkand daqaattb qtdasb kand aattdak nadaqtk darb
フアアト国は固く統治され強く取り込まれた。後の為ではあったが、自立的な人が
集まったクトダ国はしかしながら取り込まれ、統治が無く後に生まれた。

bbattb daqtbab badasb pbab fdasbsb
真実の国は統治領土の傍で成長し、僅かな領土は豊かな出入りで人や国となる。


